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甚大な被害をもたらした紀伊半島大水害から５年が経過しました。
あの災害を忘れないための取り組みとして、熊野川沿川の三重県紀宝町の

相野谷中学校（全校生徒）を対象に、紀宝町町民防災会議のご協力のもと、
ジュニア防災フォーラムを開催しました。

～いざというときに、できること～を開催しました！
ジュニア防災フォーラム

開会の挨拶を行う西田 紀宝町長 開会の挨拶を行う水野 事務所長

熊野川の高水敷で行われた現場
見学会では、ドローンを利用し
た測量作業を見学しました

当時の体験談を語る津本自主防災協議会
山上会長

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
紀南河川国道事務所 調査第一課
〒646-0003 和歌山県田辺市中万呂142
TEL：０７３９－２２－４８１３

★ジュニア防災フォーラム参加者の感想
・いろいろな技術がどんどん進化して来ているのがすごいと思った。
・今までは、工事の音がうるさいと思っていたが、これからは応援し
ていこうと思う。
・私たちが今日ここで学んだことは、私たちのこれからの生活にきっ
と役立っていくと思います。

班別討議の結果発表の様子

応急タンカづくりの様子

閉会の挨拶を行う舘 相野谷中学校
長

ドローンからの記念撮影

開催場所：紀宝町立相野谷小学校
開催日時：平成28年11月20日（日）
参加者 ：相野谷中学校

生徒及び教職員 40名
紀宝町住民 45名

【プログラム】
・報告「紀伊半島大水害の概要とその
後の取組」

・体験談「紀伊半島大水害」
・班別討議「いざというときに、でき
ること」

・応急タンカづくりとスリッパづくり
体験

・現場見学会


